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春日市男女共同参画・消費生活センター
　2月26日、3月開館の「春日市男女共同参画・消費生活センター」で、
オープニングセレモニー・イベントを行いました。
　テーマソングの披露や男が作る大鍋豚汁のふるまい、手作り体験など
さまざまな催しが行われ、多くの市民でにぎわいました。
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春日市職員の
給与をお知らせします

一般行政職※1

区分 平均年齢 平均給料月額※2 平均給与月額※3

春日市 40.7歳 31万8006円 35万4504円
国 42.3歳 32万7205円 39万7723円

技能労務職
区分 平均年齢 平均給料月額※2 平均給与月額※3

春日市 56.3歳 38万8011円 40万6044円
国 49.5歳 28万3862円 32万1662円

■職員の平均年齢と平均給料（基本給）
　・給与（諸手当込み）月額（平成23年4月1日現在）

※1 一般行政職とは、行政職の職員のうち、税務職・福祉職などの職
員を除いたもの

※2 給料月額は、平成23年4月1日現在における各職種ごとの職員
の基本給

※3 給与月額は、時間外勤務手当などを除き、国家公務員と同じ
ベースで計算したもの

■人件費※が市の予算（決算）に占める割合
（平成22年度普通会計決算）

住民基本台帳人口
（平成23年3月31日現在） 10万8974人

歳出総額（A） 284億8809万円

実質収支 4億6662万円

人件費（B） 41億4936万円

人件費率（B/A） 14.6％（前年度は15.1％）

※ 人件費には、市長や議員などの特別職の職員に支給される給料・
 　報酬と、一般職の職員に支給される給料や諸手当、共済組合負担
 　金、退職手当、災害補償費などを含む　

■職員の初任給（平成23年4月1日現在）

春日市 国

一般行政職
大学卒 17万2200円 17万2200円

高校卒 14万4500円 14万  100円

技能労務職 高校卒 14万1900円 -0
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1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

　平成 18年度
　平成22年度
　平成23年度

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
平成23年度 10.4 10.1 26.7 21.2 19.3 9.8 2.5
平成22年度 9.8 9.8 26.0 22.3 19.9 9.8 2.4
平成18年度 8.2 7.6 30.2 20.0 21.1 10.0 2.9

■一般行政職の級別職員数の割合

1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

職務内容※2 主事 主任 係長
主査

課長補佐
統括係長 課長 部長

職員数 34 33 87 69 63 32 8
※1 春日市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数
※2 職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務のこと

■平成23年度一般行政職員数（級別）

■職員給与の状況（平成22年度普通会計決算）
※ 特別職、教育長、再任用職員を除く

給与費総額※1
23億740万円
※職員数379人
1人当たり608万円

給料
14億7569万円
（64.0％）

職員手当※2

2億8269万円
（12.2％）

期末・勤勉手当
5億4902万円
（23.8％）

※1 前年度の給与費総額は、24億4211万円
※2 職員手当には、退職手当、児童手当、子ども手当は含まない

職員の給与と職員定数は、国や他の地方公共団体の状況などを考慮して、条例で定められています。

（人）

（％）
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春日市 国

期
末
手
当・勤
勉
手
当

1人当たり
平均支給額

（平成22年度）
145万円 -

平成22年度支給割合 期末手当
※1

勤勉手当
※1 期末手当 勤勉手当

6月期 1.25月分 0.70月分

春日市と同じ12月期 1.35月分 0.65月分

計 2.60月分 1.35月分

加算措置の状況
職制上の段階、職務の級

などによる加算措置
役職加算（5〜15％） 役職加算（5〜20％）

管理職加算（10〜25％）

退
職
手
当

勤続年数 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

20年 23.5月分 30.55月分

春日市と同じ

25年 33.5月分 41.34月分

35年 47.5月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
（2〜20％加算）

1人当たりの支給額
※2 2381万円 公表なし

※1 期末手当、勤勉手当の支給割合は平成22年度分
※2 前年度に退職した全職種に係る職員に支給した額

地
域
手
当

支給実績
（平成22年度決算） 4985万円

支給職員1人当たりの
平均支給年額（平成22年度決算） 12万円

支給対象地域 市内全域
支給率 3％

支給対象職員数 411人
国の制度（支給率） 3％

特
殊
勤
務
手
当

支給実績
（平成22年度決算） 173万円

支給職員1人当たりの
平均支給年額（平成22年度決算） 6万円

職員全体に占める
手当支給職員の割合（平成22年度） 6.4％

手当の種類（4種類）

▷徴収手当
▷社会福祉業

務手当
▷消防業務手

当
▷行旅病人お

よび死人取
扱手当

時
間
外
勤
務
手
当

支給実績
22年度※ 9469万円

21年度※ 9496万円

職員1人当たりの
平均支給年額

22年度 23万円

21年度 22万円
※ 平成22年度は参議院議員通常選挙および県知事・県議会
　 議員選挙、平成21年度は衆議院議員総選挙関係の時間外
　 勤務手当を含む

■職員手当の状況（平成23年4月1日現在）　※ 一般職の職員（教育長を除く）の手当の状況

20歳未満 20-23歳 24-27歳 28-31歳 32-35歳 36-39歳 40-43歳 44-47歳 48-51歳 52-55歳 56-59歳 60歳以上

平成
23年度 2 19 45 41 38 51 41 45 31 33 64 2

■年齢別職員構成（平成23年4月1日現在）　※ 福祉職、技能労務職などを含む、すべての一般職の職員

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職
大学卒 25万6980円 32万1933円 37万1017円
高校卒 22万  650円 26万6750円 該当者なし

技能労務職 該当者なし

■職員の経験年数別※・学歴別平均給料（月額）

※ 経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間会社などに勤務した経験がある場合はその期間を換算し、
それを採用後の年数に加算した年数

（人）

平成18年度

0 20 40 60 80 100（％）

3.1 7.8 9.2 12.6 8.9 8.6 8.0 10.0 17.5 13.9

4.6 10.9 10.0 9.2 12.4 10.0 10.9 7.5 8.0 15.5

0.0

0.50.5

0.4

平成23年度

20歳未満
20-23歳 24-27歳 32-35歳 36-39歳 40-43歳 44-47歳 48-51歳 52-55歳 56-59歳 60歳以上28-31歳
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※より詳しい内容は、情報公開コーナー（市役所2階）や市ホームページで見ることができます。
問い合わせ先　総務課 人事担当　☎（584）1111　 （584）1145

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

部門 区分 職員数 対前年増減数 主な増減理由平成22年 平成23年

普
通
会
計
部
門

議会 6 6 -
総務企画 86 91 5 総務法制、IT、管財業務増、職員の派遣に係る増

税務 31 31 -
民生 98 94 ▲4 保育所の指定管理者制度導入
衛生 33 34 1 職員の派遣に伴う増

農林水産 7 7 -
商工 3 2 ▲1 国勢調査業務の終了
土木 34 33 ▲1 用地買収業務の縮減
小計 298 298 0

別
政

特
行

教育 81 75 ▲6 各種業務の縮減、調理員退職不補充
小計 81 75 ▲6

公
営
企
業
な
ど

下水道 9 8 ▲1 実務研修生受け入れに伴う調整
国保 18 18 -

老人医療 1 - ▲1 老人保健医療業務の縮減
介護保険 12 10 ▲2 介護保険業務の縮減

後期高齢者医療 2 3 1 後期高齢者医療業務増
小計 42 39 ▲3

合計 421 412 ▲9
（条例定数） （453） （453） （0）

■部門別職員数の状況と主な増減理由（平成23年4月1日現在）

部門別/年度 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 過去5年間の増減数（率）
一般行政 320 319 315 308 298 298 ▲22 （▲  6.9％）

教育 90 91 87 78 81 75 ▲15 （▲16.7％）
普通会計 計 410 410 402 386 379 373 ▲37 （▲  9.0％）

公営企業等会計 計 43 41 43 45 42 39 ▲  4 （▲  9.3％）
総合計 453 451 445 431 421 412 ▲41 （▲  9.1％）

■職員数の推移

給料・報酬（月額） 期末手当 退職手当
算定方法 支給時期

市長 95万2100円
平成22年度
支給割合
2.95月分

役職加算（15％）あり

1年につき給与月額の510/100
任期ごとに支給副市長 78万3600円 1年につき給与月額の300/100

教育長 70万3900円 1年につき給与月額の252/100
議長 58万9200円

副議長 51万5400円
議員 47万  600円

■特別職などの給料・報酬（平成23年4月1日現在）

そ
の
他
の
手
当

手当名 支給対象 支給単価 国の制度との異同

扶養手当 扶養親族がいる職員 ▷配偶者1万3000円
▷その他の扶養親族各6500円 同じ -

住居手当 借家や持ち家に住んでいる職員 ▷借家居住者は家賃に応じた額（2万7000円限度）
▷持ち家居住者は一律6500円

一部
異なる

国：持ち家居住者
なし

通勤手当 通勤のために交通機関や自動車
などを利用する職員

▷交通機関利用者は運賃相当額（5万5000円限度）
▷自動車などの利用者は距離に応じた額（経過措

置として平成23年度まで1㎞以上に支給。3万
4500円限度）

一部
異なる

国：2㎞以上が対象 
他

管理職
手当 管理・監督の地位にある職員 ▷部長級は7万1300円 ▷課長級は5万1700円

▷保育所長は4万3800円
一部

異なる 定額制の金額

（人）

（人）



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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子
ど
も
の
予
防
接
種
に
は
、「
定

期
」と「
任
意
」が
あ
り
ま
す
。

　

定
期
の
予
防
接
種
は
、予
防
接
種
法

に
よ
り「
一
定
の
年
齢
に
な
っ
た
ら
受

け
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、保
護
者
は
接

種
を
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

任
意
の
予
防
接
種
は
、保
護
者
が
接

種
を
す
る
か
し
な
い
か
を
選
択
で
き
る

予
防
接
種
の
こ
と
で
、乳
幼
児
や
子
ど

も
の
置
か
れ
た
環
境
や
家
庭
の
状
況
に

応
じ
て
接
種
し
ま
す
。接
種
を
希
望
す

る
人
は
、予
防
接
種
の
有
効
性
と
副
反

応
を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、予
防
接
種
の
う
ち
、ポ
リ
オ
の

み
集
団
接
種
と
な
り
ま
す
。そ
の
他
の

予
防
接
種
は
指
定
病
医
院
で
の
個
別
接

種
で
す
。

定
期
予
防
接
種
費
用　
対
象
年
齢
の
期

間
内
に
接
種
し
た
場
合
は
無
料

※
任
意
予
防
接
種
の
う
ち
、子
宮
頸け
い

が

ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
、ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

費
用
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

持
っ
て
く
る
物　

母
子
健
康
手
帳
、住

所
が
確
認
で
き
る
物（
乳
幼
児

医
療
証
、健
康
保
険
証
、学
生
証

な
ど
）

※
対
象
年
齢
、接
種
回
数
、接
種
間
隔
、

実
施
病
医
院
な
ど
は
、今
号
の
市
報

と
併
せ
て
配
布
し
て
い
る「
春
日
市

民
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
な
ど
詳
し
く
は
、健
康
課

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、予
防
接
種
に
つ
い
て
不
安
が

あ
る
場
合
は
、主
治
医
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

平成24年度予防接種
予防接種は計画的に

健康課 健康増進担当 　 （501）1134 （501）0051

いきいきプラザで実施
定期予防接種（ポリオ）
対象　3カ月〜7歳6カ月
接種回数　41日以上の間隔を空け

て2回投与
期日
▷4月

4日㈬、5日㈭、6日㈮、10日㈫、11
日 ㈬、17日 ㈫、24日 ㈫、26日 ㈭、
27日㈮

▷10月
2日 ㈫、4日 ㈭、11日 ㈭、12日 ㈮、
17日㈬、23日㈫、24日㈬、30日㈫

受付時間　午後1時15分〜2時
※予約は必要ありません。
場所　いきいきプラサ（昇町1ｰ120）
持ってくる物　母子健康手帳

申請期限まであとわずか!!
「子ども手当」の申請手続き

　平成23年10月1日から「平成23年度における子ども手
当の支給等に関する特別措置法」が施行されました。
　このため、平成23年10月分以降の手当を受給するには、
これまで子ども手当を受けていた人も含め、子どもを養育
している親などは、市区町村に申請（認定請求）をする必要
があります。
　法律の施行日（平成23年10月1日）に支給要件に該当す
る人は、3月31日㈯（※）までに申請をした場合に限り、平成
23年10月分までさかのぼって受給できる経過措置が設け
られています。

　期限を過ぎたときや今回の法律改正以外の理由による申
請は、申請した月の翌月分からの支給となりますので、注意
してください。
申請期限　3月30日㈮
※3月31日㈯は閉庁日のため、期限を早めています。

なお、郵送で提出する場合は、３月31日㈯（必着）です。
申請先　こども未来課母子児童担当（市役所2階）

（584）1111
（584）1115
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経
済
的
な
理
由
で
就
学
困
難
と

認
め
ら
れ
る
小
・
中
学
生
の

保
護
者
に
対
し
、平
成
24
年
度（
平
成

24
年
４
月
分
〜
平
成
25
年
３
月
分
）

の
学
校
給
食
費
、学
用
品
費
、修
学
旅

行
費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

　

な
お
、就
学
援
助
は
年
度
を
単
位

と
し
た
制
度
で
す
。

　
「
現
在
受
給
中
の
人
」も
、平
成
24

年
度
の
受
給
を
希
望
す
る
場
合
は
、

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

世
帯

▽
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
停
止
さ

れ
た
が
、な
お
経
済
的
に
困
っ
て

い
る

▽
世
帯
全
員
の
平
成
23
年
度
の
市
民

税
が
非
課
税

▽
平
成
23
年
度
の
市
民
税
所
得
割
額

（
調
整
控
除
後
・
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

前
）の
世
帯
合
計
が
、基
準
額
以
下

（
参
考
）平
成
23
年
度
の
支
給
基
準

額
は
、調
整
控
除
後
・
住
宅

ロ
ー
ン
控
除
前
で
５
万
３
２

０
０
円
以
下
で
し
た
。

▽
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る

▽
経
済
的
理
由
に
よ
り
子
ど
も
の
就

学
が
困
難
と
教
育
委
員
会
が
認
め

る
申
請
日
時・場
所

▽
４
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

　

４
０
５
会
議
室（
市
役
所
４
階
）

▽
４
月
16
日
㈪
以
降

　

学
校
教
育
課
窓
口（
市
役
所
４
階
）

※
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除

き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物

▽
18
歳
以
上
の
世
帯
員
の
平
成
23
年

度
市
県
民
税
課
税（
非
課
税
）証
明

書（
所
得
額
お
よ
び
所
得
控
除
額

が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

※
平
成
23
年
１
月
１
日
以
前
か
ら

春
日
市
に
居
住
し
、平
成
23
年

度
の
市
民
税
の
申
告
を
し
た
人

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
証（
該
当

者
の
み
）

▽
印
鑑

▽
振
込
先
の
通
帳

注
意
事
項

▽
就
学
援
助
費
の
支
給
は
、申
請
月

か
ら
開
始
し
ま
す
。５
月
以
降
に

申
請
し
た
場
合
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

申
請
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す

の
で
、４
月
中
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

（
例
）６
月
に
申
請
し
た
場
合
、４
・

５
月
分
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。

▽
郵
送
に
よ
る
申
請
は
で
き
ま
せ

ん
。窓
口
で
直
接
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

平成24年度小・中学校就学援助
4月2日から申請の受け付けを開始します

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153

市
で
は
、経
済
的
な
理

由
に
よ
り
専
修
学
校

な
ど
で
の
修
業
が
困
難
な
人

に
対
し
て
、修
学
資
金
や
入

校
支
度
金
を
貸
与
し
て
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、収
入
基
準
や
対

象
と
な
る
学
校
な
ど
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象　
平
成
23
年
度
に
お
け

る
中
学
校
・
高
等
学

校
の
新
規
卒
業
者
お

よ
び
高
等
学
校
中
退

者

貸
与
額（
無
利
子
）

▽
修
学
資
金

　

専
門
課
程

　

月
額
５
万
３
０
０
０
円

　

そ
の
他
の
課
程
な
ど

　

月
額
３
万
円

▽
入
校
支
度
金　

10
万
円

申
請
期
限　
４
月
27
日
㈮

申
請
先　
福
祉
計
画
課
地
域

福
祉
担
当（
市
役
所

１
階
）

専修学校などでの技能習得資金を貸与します
福岡県若年者専修学校等技能習得資金貸与事業

福祉計画課 地域福祉担当 　 （584）1111 （584）3090

春はカラス
4 4 4

にご注意を!!
　春はカラスなど野生の鳥獣にとって繁殖や巣立ちの時期
に当たり、市内の公園などでもひなを守ろうとするカラス
が、人間を襲うことがあります。
　次のことに注意してください。
▷カラスの巣やひなには近づかない。
▷やむを得ず近くを通るときは、傘や帽子で体を防ぐ。
▷大声で鳴く、鳴きながら周りを飛ぶ、木をつつく、小枝を

折る、木の葉を散らすなどの威嚇のサインがあれば、すぐ
にその場を離れる。

※カラスは、餌となる生ごみが多い場所に集まってきます。
ごみ出し時間を守り、生ごみは外から見えないように袋
の奥に入れるなど工夫しましょう。

問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当
（584）1111　 （584）1153
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平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
た
と
き
に
、限
度
額
適
用
認
定

証
な
ど（
※
）を
提
示
す
れ
ば
、ひ
と
月
の
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
一
定
の
金
額
に
と

ど
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
入
院
時
の
み
限
度
額
が
適
用
さ
れ

る
制
度
で
し
た
が
、こ
の
制
度
が
外
来
に
も
拡
大

さ
れ
ま
す
。す
で
に
入
院
の
た
め
の「
限
度
額
適
用

認
定
証
」ま
た
は「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」を
持
っ
て
い
る
人
は
、４
月
か
ら
外
来

受
診
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、

複
数
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
な
ど
、高
額
療

養
費
の
申
請
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど（
※
）と
は

▽
70
歳
未
満
の
人
、70
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯

な
ど
の
人
…「
限
度
額
適
用
認
定
証
」ま
た
は

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

※
事
前
に
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の
交
付

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
非
課
税
世
帯
な
ど
で

は
な
い
人
…「
高
齢
受
給
者
証
」

▽
75
歳
以
上
で
非
課
税
世
帯
な
ど
で
は
な
い
人

…「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」

問
い
合
わ
せ
先

▽
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
に
つ
い
て

国
保
年
金
課
国
保
担
当（
市
役
所
１
階
）

▽
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
に
つ
い
て

国
保
年
金
課
医
療
担
当

高額な外来診療を受ける皆さんへ
4月1日から制度が拡大されます

国保年金課 国保担当/医療担当 　 （584）1111 （584）1141

■自己負担限度額一覧
70歳未満の場合（国保）

区分 自己負担限度額（月額）
上位所得者（注1）

15万円＋（医療費−50万円）×1％
【8万3400円】

一般 8万100円＋（医療費−26万7000円）×1％
【4万4400円】

低所得者（注2）
3万5400円

【2万4600円】
（注1）基礎控除後の年間所得が600万円を超える世帯　（注2）住民税非課税世帯
※【 】内の金額は、多数該当（過去1年に3回以上高額療養費の支給を受け、4回目以降の支給に該当）の場合

70〜74歳の場合（国保）

区分 自己負担限度額（月額）
個人単位（外来分） 世帯単位（外来分＋入院分）

上位所得者★（3割負担） 4万4400円 8万100円＋（医療費−26万7000円）×1％
【4万4400円】

一般★ 1万2000円 4万4400円

市民税非課税 低所得Ⅱ（注3） 8000円 2万4600円
低所得Ⅰ（注4） 1万5000円

（注3）世帯主と国保の加入者が市民税非課税の場合
（注4）市民税非課税の世帯で国保加入者全員の所得が一定の基準に満たない場合
★印の区分に該当する人は、被保険者証と高齢受給者証の提示のみで適用されるため、限度額適用認定証などの申請は不要

75歳以上の場合（後期高齢者医療）

区分 自己負担限度額（月額）
個人単位（外来分） 世帯単位（外来分＋入院分）

現役並み所得者★（3割負担） 4万4400円 8万100円＋（医療費−26万7000円）×1％
【4万4400円】

一般★ 1万2000円 4万4400円

市民税非課税 低所得Ⅱ（注5） 8000円 2万4600円
低所得Ⅰ（注6） 1万5000円

（注5）世帯全員が市民税非課税の場合
（注6）「市民税非課税の世帯で世帯全員の所得が一定の基準に満たない」または「市民税非課税の世帯に属し老齢福祉年金を受

給している」場合
★印の区分に該当する人は、後期高齢者医療被保険者証の提示のみで適用されるため、限度額適用認定証などの申請は不要
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バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の
各
種
変
更
手
続
き
や
納
税
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
バ
イ
ク・軽
自
動
車
の
変
更
手
続
き

市
外
に
引
っ
越
し
を
す
る
と
き
は
住
所
変
更
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。手
続
き
を
し
な
い
と
、納
税
通
知
書
が

届
か
ず
、車
検
な
ど
の
際
に
支
障
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、廃
車
や
盗
難
、他
者
へ
の
譲
渡
な
ど
に
よ
り
車

両
を
手
放
し
た
と
き
に
は
、廃
車
も
し
く
は
名
義
変
更

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。手
続
き
を
し
な
い
と
、い
つ
ま

で
も
そ
の
車
両
の
税
金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、３
月
末
ま
で

に
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
軽
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
時
点
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

手
続
き・問
い
合
わ
せ
先　
下
表
の
と
お
り

○
軽
自
動
車
税
の
納
付

平
成
24
年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
31
日

㈭
で
す
。納
税
通
知
書
は
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、通
知
書
の
一
部
は
納
税
証
明
書
と
な
っ
て
お

り
、車
検
の
際
に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
注
意
点

口
座
振
替
の
手
続
き
を
し
て
い
る
人
で
、所
有
し
て

い
る
車
両
の
買
い
替
え
や
新
た
に
購
入
を
し
た
場
合

は
、あ
ら
た
め
て
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

な
お
、口
座
振
替
の
領
収
書
は
６
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す
。６
月
１
日
か
ら
６
月
中
旬
ま
で
に
車
検
の
た
め

納
税
証
明
書
が
必
要
に
な
る
人
は
、納
付
書
払
い
へ
の

変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
被
災
車
両
の
代
替
車
両
に
係
る
軽
自
動
車
税
の
特
例

東
日
本
大
震
災
で
滅
失
・
損
壊
し
た
バ
イ
ク
・
自
動
車

な
ど
、ま
た
は
原
子
力
災
害
に
お
け
る
警
戒
区
域
内
に

あ
り
、永
久
抹
消
登
録
を
行
っ
た
バ
イ
ク
・
自
動
車
な
ど

に
代
わ
る
バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
な
ど
を
平
成
23
年
３
月

11
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
取
得
し
た

場
合
は
、平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
の
各
年

度
分
の
軽
自
動
車
税
が
非
課
税
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。こ

の
特
例
措
置
を
受
け
る
に
は
、手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

バイク・軽自動車の変更手続きと軽自動車税の納付
お忘れなく

税務課 市民税担当 　 （584）1111 （584）1141

問い合わせ先

125cc以下のバイク
転入者 市税務課
転出者 転出先の市区町村役場

125ccを超え
250cc以下のバイク

福岡県軽自動車協会
（福岡市東区箱

はこざき

崎ふ頭
とう

2ｰ2ｰ51）
（641）0431

250ccを超えるバイク 九州運輸局福岡運輸支局
（福岡市東区千

ち は や

早3ｰ10ｰ40）
050（5540）2078

（673）1197

三輪・四輪の軽自動車 軽自動車検査協会
（福岡市東区箱崎ふ頭2ｰ2ｰ49）

（641）8926
（651）4383

※福岡地区以外へ転出する人や詳しい手続き方法については、転出先の地区を管轄
　する機関に直接問い合わせてください。

■バイク・軽自動車の変更手続きなどに関する問い合わせ先

4月から始まります
森林の所有者届出制度

　昨年4月の森林法改正により、今年4月以降に森林の土地
の所有者となった人は、面積にかかわらず市町村長へ事後
の届け出をすることが義務付けられました。
対象　個人・法人を問わず、売買や相続などにより森林の土

地を新たに取得した人
※国土利用計画法に基づく土地売買契約の届け出を提出し

ている人は対象外です。
届け出期間　土地の所有者となった日から90日以内

届け出先　取得した土地のある市町村
問い合わせ先　福岡県森林保全課
　　 （643）3545
　　 （643）3541
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入札結果をお知らせします
　2月に行った建設工事（契約金額5000万円以上）の入札
結果をお知らせします。
○職員駐車場等移設（立体駐車場建設）工事

工事期間　平成24年2月10日〜10月19日
契約金額　9658万9500円
工事業者　大高建設株式会社

○春日市立昇町保育所建築工事（第1工区）（建築本体工事）
工事期間　平成24年2月16日〜9月10日（新設建築工事

は平成24年7月20日まで）
契約金額　9187万5000円
工事業者　有澤建設株式会社

問い合わせ先　財政課契約担当
（584）1111
（584）1145

市
で
は
、都
市
計
画
法
に
基
づ
く
審
議
会
を
設
置
し
、都

市
計
画
に
関
す
る
調
査
審
議
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
審
議
会
で
は
、広
く
市
民
の
意
見
を
反
映
し
て
い
く

た
め
、構
成
委
員
の
一
部
に
市
民
を
加
え
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。現
在
の
市
民
委
員
の
任
期
が
切
れ
る
こ
と
に
伴
い
、新

た
に
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
、満
年
齢
が
20
歳
以
上
の

市
民

※
現
在
、市
の
附
属
機
関
な
ど
の
委
員
に
な
っ
て
い
る
人
を

除
き
ま
す
。

任
期　
平
成
24
年
６
月
１
日
〜
平
成
28
年
５
月
31
日

会
議
開
催
回
数　
年
１
〜
３
回
程
度

報
酬　
会
議
開
催
１
日
当
た
り
６
５
０
０
円（
別
途
、旅
費
と

し
て
１
０
０
０
円
支
給
）

募
集
人
員　
４
人

選
考
方
法　
書
類
審
査

※
選
考
結
果
は
応
募
者
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

応
募
方
法　

４
月
10
日
㈫（
消
印
有
効
）ま
で
に
、市
指
定
の

申
込
書
、小
論
文
１
２
０
０
字
程
度（
テ
ー
マ「
春
日

市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」・
様
式
自
由
）

を
提
出
す
る（
郵
送
可
）

※
申
込
書
と
募
集
要
領
は
、都
市
計
画
課（
市
役
所
３
階
）、い

き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー
１
２
０
）、ふ
れ
あ
い
文
化
セ

ン
タ
ー（
大
谷
６
ー
24
）に
置
い
て
い
ま
す
。

応
募
先　

都
市
計
画
課
計
画
担
当（
〒
816
ー
８
５
０
１
春
日

市
役
所
）

○
都
市
計
画
審
議
会
と
は

健
康
で
文
化
的
な
都
市
生
活
お
よ
び
機
能
的
な
都
市
活

動
を
確
保
す
る
た
め
、建
築
物
の
建
て
方
な
ど
の
土
地
利

用
規
制
や
、道
路
・
公
園
な
ど
の
都
市
施
設
の
計
画
を
新
し

く
作
っ
た
り
見
直
し
た
り
し
て
い
く
過
程
で
、市
長
の
諮

問
に
応
じ
内
容
を
調
査
・
審
議
す
る
機
関
で
す
。

春日市都市計画審議会委員募集
市民委員を募集します

都市計画課 計画担当 　 （584）1111 （584）1143

市
で
は
、平
成
24
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
ま
で
の
高
齢

者
福
祉
施
策
と
介
護
保
険
事
業
の

方
向
性
を
定
め
る「
春
日
市
高
齢

者
福
祉
計
画
２
０
１
２
・
第
５
期

介
護
保
険
事
業
計
画
」を
策
定
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
策
定
に
関
し
て
、計
画
の

素
案
を
公
表
し
、市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

を
募
集
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
た
意
見
・

提
案
の
内
容
と
市
の
考
え
方
を
ま

と
め
ま
し
た
の
で
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
お
よ
び
高
齢
課
窓
口（
市
役

所
１
階
）で
公
表
し
ま
す
。

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

市の考え方を公表します
春日市高齢者福祉計画2012・第5期介護保険事業計画（素案）

高齢課 高齢者支援担当 　 （584）1111 （584）3090

いきいきルーム
一時休室します

　新年度の準備のため、いきいきル 
ームを一時的に休室します。
　ご協力をお願いします。
期間　3月27日㈫〜4月1日㈰
問い合わせ先
▷いきいきルーム

（501）1162（ 兼用）
▷健康課介護予防担当

（501）1134　 （501）0051
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春
日
市
、筑
紫
野
市
、大
野
城

市
、太
宰
府
市
、那
珂
川
町
の

４
市
１
町
に
お
け
る
自
殺
者
数
は
年

間
70
〜
１
０
０
人
で
す
。

　

自
殺
や
自
殺
未
遂
に
よ
り
、身
近

な
家
族
や
友
人
な
ど
も
深
刻
な
心
の

影
響
を
受
け
る
と
さ
れ
ま
す
。

　

多
く
の
自
殺
は
、健
康
問
題
や
家

族
問
題
、経
済
・
生
活
問
題
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
悩
み
に
よ
り
心
理
的
に

「
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
」と
い
え
ま

す
。ま
た
、自
殺
に
及
ぶ
前
に
は
何
ら

か
の
心
の
病
気
を
抱
え
て
い
た
人
が

多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

う
つ
病
な
ど
心
の
病
気
を
持
つ
人

は
、自
分
で
は
気
付
か
な
く
て
も
、周

り
の
人
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
サ
イ
ン
を

出
し
て
い
ま
す
。

サ
イ
ン
に
気
付
い
た
と
き
は
、「
ど
う

し
た
の
」「
何
か
あ
れ
ば
話
し
て
ね
」

「
心
配
し
て
い
る
よ
」な
ど
声
を
掛
け

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

も
し
、身
近
な
人
が
心
の
病
気
や

経
済
・
生
活
問
題
な
ど
を
抱
え
て
い

る
よ
う
で
あ
れ
ば
、相
談
窓
口
の
紹

介
、医
療
機
関
の
受
診
を
勧
め
ま
し

ょ
う
。

家
族
が
気
付
き
や
す
い
変
化

▽「
疲
れ
た
」「
だ
る
い
」と
よ
く
訴
え

る
▽
表
情
が
暗
く
、元
気
が
な
い

▽
動
き
が
遅
く
な
っ
た
、口
数
が
減

っ
た

▽
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て
落
ち
着
か
な
い

▽
外
出
や
友
人
と
の
交
流
が
減
っ
た

▽
飲
酒
の
量
が
増
え
た

▽
家
事
や
育
児
が
で
き
な
い

職
場
の
人
が
気
付
き
や
す
い
変
化

▽
作
業
が
遅
く
な
っ
た
、能
率
が
落

ち
た

▽
仕
事
の
ミ
ス
が
増
え
た

▽
遅
刻
や
早
退
、欠
勤
が
増
え
た

▽
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
が

ち
に
な
っ
た

▽
大
切
な
決
断
や
判
断
が
で
き
な
く

な
っ
た

３月は自殺対策強化月間です
身近な人からのサインに気付いて

健康課 保健指導担当 　 （501）1134 （501）0051

現
在
、福
岡
県
で
取
り
扱
っ
て
い
る
事
務
の
一
部
が
、平
成
24
年
４
月

１
日
か
ら
春
日
市
に
移
譲
さ
れ
、窓
口
が
変
わ
り
ま
す
。

一部の事務の窓口が県から市へ変わります
平成24年4月1日から

行政管理課 企画担当 　 （584）1111 （584）1145

県から春日市に移譲される事務 平成24年3月31日まで
福岡県 ⇒ 平成24年4月1日から

春日市
身体障がい者相談員および知的障がい者相談員の

委託
障害者福祉課社会参加係

（643）3264　 （643）3304⇒ 福祉支援課
障がい担当

市域における工場立地法に関する届け出 企業立地課立地計画係
（643）3442　 （643）3443⇒ 地域づくり課

商工農政担当

市域で行う隣保事業に関する届け出 人権・同和対策局調整課
（643）3324　 （643）3326⇒ 人権男女共同参画課（※2）

人権男女共同参画担当

市域におけるマンション建替組合設立の申請 住宅計画課計画係
（643）3732　 （643）3737⇒ 都市計画課

計画担当
市内の緑地保全地域および特別緑地保全地区に

関する行為の届け出
公園街路課公園緑地係

（643）3724　 （643）3752⇒ 都市計画課
公園担当

市内の都市計画施設区域（道路）における建築許可
などの申請

都市計画課行政係
（643）3711　 （643）3716⇒ 道路防災課

道路管理担当

市内の路外駐車場の設置の届け出 都市計画課都市政策係
（643）3712　 （643）3716⇒ 道路防災課

道路管理担当
※1 手続きに必要な書類などが市と県とで異なる場合がありますので、事前に問い合わせてください。
※2 平成24年4月1日から人権政策課人権担当へ名称を変更する予定です。

■4月1日以降窓口が変更になる事務

自

殺予
防に
社会全

体で取り組んでいきましょう
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不
用
に
な
っ
た
消
火
器
の
安
全
な
回
収
と
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
た
め
、平
成
22
年

１
月
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
を
用
い
た
新
た
な

回
収
シ
ス
テ
ム
を
始
め
て
い
ま
す
。

　

劣
化
ま
た
は
腐
食
し
た
消
火
器
は
、衝
撃
が
加

わ
る
こ
と
で
破
裂
し
、事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
も
、

消
火
器
は
適
切
な
方
法
で
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

処
分
対
象

▽
耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
も
の

※
ラ
ベ
ル
に
耐
用
年
数
の
表
記
が
な
い
も
の

は
、取
扱
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
さ
び
や
腐
食
が
あ
る
も
の

▽
大
き
な
傷
や
変
形
し
た
箇
所
が
あ
る
も
の

○
直
接
持
ち
込
む・引
き
取
り
を
依
頼
す
る
場
合

処
分
方
法　
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て

い
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
で
、リ
サ
イ
ク

ル
シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
て
い
な
い
も
の
は

消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ー
ル（
既
販
品

用
）を
購
入
し
、消
火
器
に
貼
り
付
け
、

い
ず
れ
も
取
扱
窓
口
に
引
き
渡
す

取
扱
窓
口

▽
㈲
サ
ン
シ
ン
防
災
設
備（
松
ヶ
丘
２
ー
３
）

（
５
９
５
）２
８
８
８

▽
㈲
藤
原
商
会（
昇
町
５
ー
１
７
５
）

（
５
７
１
）２
８
２
２

▽
㈲
橋
田
防
災
設
備（
下
白
水
北
７
ー
48
）

（
５
８
２
）３
３
３
４

▽
ヨ
シ
ハ
ラ
防
災
設
備（
若
葉
台
東
５
ー
49
）

（
５
８
２
）６
１
７
９

○
郵
送
で
の
回
収
を
依
頼
す
る
場
合

処
分
方
法　
事
前
に
電
話
す
る
か
左
記
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む

申
込
先　
ゆ
う
パ
ッ
ク
専
用
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
１
２
０（
８
２
２
）３
０
６

　
http://w

w
w.ferecycle.jp/

廃消火器リサイクル
適切に処分しましょう

ごみ減量推進課 　 （584）1111 （584）1147

簡易式消火具の廃棄方法
　エアゾールタイプなどの簡易式消火具は、
廃消火器リサイクルの対象外です。
　次の注意点を守って、正しく廃棄しましょ
う。
注意点
▷中身を完全に使い切り、｢陶器・金属類｣で

出す。
※爆発の危険性があるため、くぎやきりで

無理に穴を開けないでください。
▷中身を使い切れない場合は、春日大野城リ

サイクルプラザに自己搬入し、中身が残っ
ていることを作業員に伝え、手渡す。

自己搬入先　同プラザ（春日公園６ｰ２）

　白
水
大
池
公
園
内
の
展
望
台

広
場（
ち
び
っ
こ
広
場
横
）な
ど

の
桜
が
、間
も
な
く
見
頃
を
迎
え

ま
す
。し
か
し
、毎
年
問
題
に
な

る
の
が
駐
車
場
の
大
混
雑
で
す
。

　駐
車
台
数
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。花
見
の
際
は
、ぜ
ひ
春
日

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
や
よ

い
」を
利
用
し
て
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

　な
お
、園
内
で
は
火
気
の
使
用（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
）を

禁
止
し
て
い
ま
す
。誰
も
が
気
持
ち
よ
く
花
見
を
楽
し
め
る

よ
う
、皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

最
寄
り
の
バ
ス
停（
上
白
水
線
）

▽
正
面
入
口
側

　

　白
水
大
池
公
園
噴
水
前

▽
ち
び
っ
こ
広
場
側

　白
水
大
池
公
園
ち
び
っ
こ
広
場
前

「
や
よ
い
」に
乗
っ
て

出
掛
け
ま
し
ょ
う

〜
白
水
大
池
公
園
の
花
見
〜

問い合わせ先
都市計画課
（584）1111
（584）1143

△エアゾールタイプの簡易式消火具
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〜まちの話題や人の紹介〜

　1月29日、ふれあい文化センターで春日市弥生の里児童画大賞展の
授賞式を行いました。
　式典には、2602点の応募作品の中から選ばれた受賞作品51点の作
者のうち47人が参加し、表彰を受けました。式典後には、受賞作品の展

示会会場（ふれあい文化センターギャラリー）で見学会を行い、にぎやかな雰囲気の中、受賞者は審査委員らと交流
していました。この展示会は1月29日から2月12日まで行われ、約1400人が来場しました。
　ふれあい文化センター旧館1階廊下では、歴代受賞作品の一部を展示しています。同センターにお立ち寄りの際
は、皆さんも作品を鑑賞してみませんか。

第20回春日市弥生の里児童画大賞展

授賞式・受賞作品展示会を開催

　1月31日、子どもたちが安心して暮らせる環境の整備に役立ててもらい
たいと、ニチハツ工業㈱（福岡市南区）から、「こども110番の家」
のプレート1000枚が市に寄贈されました。
　「こども110番の家」は、子どもが何らかの犯罪被害に遭った、
または遭いそうになったなど子どもが助けを求めてきたときに、その子どもを保護するとともに、警
察・学校・家庭などへ連絡するなどして地域ぐるみで子どもたちの安全を守っていくボランティア活
動です。

ニチハツ工業㈱

「こども110番の家」のプレート寄贈

　昨年9月から今年3月まで、平成23年度の春日市市民公益活動事
業補助金対象事業として、市内在住の40代からシニア世代までの人
や、知的または精神障がいがある人を対象としたストレッチ教室が
クローバープラザで行われました。

　この教室は、心身のリフレッシュと健康づくりの促進を目的に、ボールやロープを使ったストレッチを行うもの
です。受講者からは、「精神的な疲労や気分の落ち込みがあったが、ストレッチの後は爽やかで穏やかな気持ちに
なった」「目が不自由で思うように運動ができなかったが、ストレッチを教わってからは毎日の習慣として体を動
かしている」などの感想が聞かれました。
　代表の矢

やわたり
渡さんは、「補助金を活用して対象を広げたことで多くの春日市民の健康増進の一役になれたことを大

変嬉しく思っています。また、外部講師を招き、講座のプログラムを増やすことで、教室内容の質の向上につながり
ました。今後も、この教室を通して、春日市民の健康促進の一助を担っていきたいです」と話していました。
○市民公益活動事業補助金とは
　市民公益活動（営利を目的とせず、複数の市民が自発的・継続的に行う、地域社会に貢献する活動）の事業経費
の一部を補助することで、事業の活性化を図るとともに、団体の活動を支援するものです。平成23年度は、今回
紹介した「クローバーストレッチ」を含め3件（新規2件、継続1件）の事業に対し、補助を行いました。

平成23年度春日市市民公益活動事業補助金対象事業

クローバーストレッチ
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第
38
回

春
日
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の

人
、春
日
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協

会
会
員

日
時　

４
月
22
日
㈰

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
予

定（
受
付
：
午
前
９
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

種
目

▽
一
般
男
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
Ａ
・
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
・
Ｄ
級
）

▽
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
Ａ
・
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
・
Ｄ
級
）

▽
混
合
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
Ａ
・
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

級
）

※
男
子
の
ラ
ン
ク
に
合
わ
せ
ま
す
。

▽
ス
ペ
シ
ャ
ル
ダ
ブ
ル
ス（
55
歳
以
上

の
女
子
）

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

※
都
合
に
よ
り
種
目
を
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

な
お
、学
生
時
代
に
タ
イ
ト
ル
も
し

く
は
県
レ
ベ
ル
Ａ
級
を
持
っ
て
い
る

人
は
、Ａ
Ａ
ラ
ン
ク
で
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

混
合
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ダ
ブ
ル
ス
は
個

人
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す（
ペ

ア
は
抽
選
で
決
定
）。

参
加
費（
１
人
１
種
目
）

▽
一
般　

１
０
０
０
円

▽
高
校
生
以
下　

８
０
０
円

申
込
方
法　

４
月
13
日
㈮（
必
着
）ま
で

に
、ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、年
齢

（
学
校
名
・
学
年
）、性
別
、電
話

番
号
、出
場
種
目（
ラ
ン
ク
）を

明
記
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

児こ
じ
ま島
京き
ょ
う
こ子（
〒

816
ー
０
８
６
２
弥
生
７
ー
34
ー

１
）

（
５
７
２
）１
９
０
９（

兼
用
）

ア
ク
ア
ス
ロ
ン

大
会
参
加
者
募
集

　

水
泳
と
マ
ラ
ソ
ン
の
２
種
目
で
タ
イ

ム
を
競
う
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
の
大
会
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

水
泳
・
マ
ラ
ソ
ン
の
経
験
が
あ

る
小
学
生
以
上
の
健
康
な
人

日
時　

４
月
15
日
㈰（
雨
天
決
行
）

午
前
８
時
10
分
〜
正
午（
受
付
：

午
前
７
時
〜
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
28
）

競
技
内
容

▽
ア
ク
ア
ス
ロ
ン（
ス
イ
ム
５
０
０
ｍ
・

ラ
ン
５
㎞
）

▽
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
リ
レ
ー（
ス
イ
ム

８
０
０
ｍ
・
ラ
ン
５
㎞
）

※
ス
イ
ム
と
ラ
ン
を
別
々
の
人
が
行

い
ま
す
。

▽
チ
ャ
レ
ン
ジ（
ス
イ
ム
５
０
０
ｍ
・

ラ
ン
３
㎞
）

▽
ビ
ギ
ナ
ー（
ス
イ
ム
２
０
０
ｍ
・
ラ
ン

２
㎞
）

参
加
費　

２
０
０
０
〜
３
５
０
０
円

※
種
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

ザ
オ
バ
九
州

（
春
日
市
温
水
プ
ー
ル
指
定
管

理
者
）

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
や
子
ど

も
の
食
事
が
気
に
な
る
人
な
ど
、食
生

活
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、管
理
栄

養
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

３
月
28
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
会
議
室（
昇

町
１
ー
１
２
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

シ
ベ
リ
ア
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

特
別
給
付
金
の
請
求
期
限
に
つ
い
て

対
象　

平
成
22
年
６
月
16
日
現
在
、存

命
で
日
本
国
籍
を
有
す
る
人

※
同
日
以
降
に
亡
く
な
っ
た
人
は
相
続

人
が
対
象
で
す
。詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

請
求
期
限　

３
月
31
日
㈯（
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先　

独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金
事
業
部
特

別
給
付
金
認
定
担
当（
平
日
午

前
９
時
〜
午
後
６
時
・
３
月
31

日
㈯
は
受
付
可
）

０
５
７
０（
０
５
９
）２
０
４（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
、Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

０
３

（
５
８
６
０
）２
７
４
８
に
か
け
て
く

だ
さ
い
。

保
育
と
自
然

研
修
会

　

保
育
と
自
然
研
修
会「
自
然
に
触
れ

自
然
に
学
び
自
然
と
と
も
に
生
き
る
〜

感
性
を
は
ぐ
く
む
保
育
環
境
と
は
〜
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。自
然
遊
び
の
実

演
や
園
環
境
の
改
善
、身
近
な
自
然
の

生
か
し
方
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日
時
・
講
師

▽
３
月
24
日
㈯

午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
30
分

出い
ず
は
ら原 

大だ
い

さ
ん（
関
西
学
院
聖
和
幼
稚

園
長
）

▽
３
月
25
日
㈰

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
０
時
40
分

佐さ

さ

き
々
木
淑よ
し
こ子
さ
ん（
㈶
鉄
道
弘
済
会

人
見
保
育
所
長
）

場
所　

精
華
女
子
短
期
大
学
記
念
館
２

階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
１

（
福
岡
市
博
多
区
南み

な
み
は
ち
ま
ん
ま
ち

八
幡
町
２

ー
12
ー
１
）

申
込
方
法　

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
短
期
大
学

幼
児
保
育
学
科 

田た
じ
り尻

（
５
９
１
）６
３
３
１

（
５
４
１
）１
４
０
３

tajiri@
seika.ac.jp
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市
曙あ
け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー
１
）で
行
う
予
定

で
す
。

ま
た
、ク
ラ
ス
の
開
催
は
、受
講
参
加

人
数
な
ど
に
よ
っ
て
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー 

（
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

（
５
１
３
）７
３
３
３

春
日
市
国
際
交
流
協
会

語
学
講
座
の
体
験
講
座

　

外
国
語
を
母
国
語
と
す
る
講
師
に
よ

る「
平
成
24
年
度
語
学
講
座
」の
受
講
生

を
募
集
す
る
に
当
た
っ
て
、体
験
講
座

を
行
い
ま
す
。

期
日

▽
４
月
４
日
㈬　

韓
国
語
初
級

▽
４
月
５
日
㈭　

英
会
話
初
級
・
中
級

▽
４
月
６
日
㈮　

韓
国
語
中
級

時
間　

各
教
室
と
も
午
後
７
時
〜
８
時

30
分

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３

ー
１
ー
７
）

体
験
料　

無
料

※
各
講
座
の
受
講
料
は
月
額
３
５
０
０

円
で
す
。

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈯
ま
で
に
、電

話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、氏

名
、電
話
番
号
、希
望
日
時
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会（
ふ
れ

あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
団
体
連
絡

室
内
） 

藤ふ
じ
ま
つ松

０
９
０（
８
３
９
０
）９
４
６
４

（
５
７
５
）０
７
６
８

開
始
日　

４
月
14
日
㈯

受
講
料　

月
額
２
０
０
０
円（
３
カ

月
一
括
前
納
）、テ
キ
ス
ト
代

１
０
０
円

定
員　

各
ク
ラ
ス
15
人

○
韓
国
語（
月
４
回
）

ク
ラ
ス
・
日
時

▽
初
級
１（
文
字
、発
音
、文
法
）

水
曜
日
の
午
後
８
時
〜
９
時

▽
初
級
２（
簡
単
な
会
話
・
文
章
）

水
曜
日
の
午
後
７
時
〜
８
時

開
始
日　

４
月
４
日
㈬

受
講
料　

月
額
５
０
０
０
円（
３
カ

月
一
括
前
納
）、テ
キ
ス
ト
代

３
２
０
０
円

定
員　

各
ク
ラ
ス
10
人

○
中
国
語（
月
４
回
）

ク
ラ
ス
・
日
時

▽
入
門（
初
心
者
向
け
）

木
曜
日
の
午
後
７
時
40
分
〜
９
時

▽
初
級

金
曜
日
の
午
後
７
時
40
分
〜
９
時

▽
中
級

月
曜
日
の
午
後
７
時
40
分
〜
９
時

開
始
日　

４
月
２
日
㈪
・
５
日
㈭
・
６

日
㈮

受
講
料　

月
額
４
５
０
０
円（
３
カ

月
一
括
前
納
）、テ
キ
ス
ト
代

２
０
０
０
円
程
度

定
員　

各
ク
ラ
ス
10
人

場
所　

大
野
城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
大
野
城
市
曙あ

け
ぼ
の
ま
ち
町
２
ー
３
ー

２
）

※
９
月
24
日
㈪
〜
11
月
４
日
㈰
は
、大
野

城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
工
事
の

た
め
、大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ（
大
野
城

環
境
保
全
活
動
を
行
う

非
営
利
活
動
団
体
を
支
援

　

福
岡
都
市
圏
広
域
行
政
事
業
組
合
で

は
、福
岡
都
市
圏
共
通
の
水
源
地
域
お

よ
び
筑
後
川
流
域（
有
明
海
を
含
む
）で

環
境
保
全
活
動
を
行
う
非
営
利
活
動
団

体
に
対
し
、活
動
費
を
支
援
し
ま
す
。

対
象　

所
在
地
が
福
岡
都
市
圏
内
に
あ

る
非
営
利
活
動
団
体

対
象
活
動　

福
岡
都
市
圏
共
通
の
水
源

地
域
お
よ
び
筑
後
川
流
域（
有

明
海
を
含
む
）で
の
環
境
保
全

活
動

※
福
岡
都
市
圏
共
通
の
水
源
地
域
と

は
、大
山
ダ
ム
、寺
内
ダ
ム
、江
川
ダ

ム
、合
所
ダ
ム
、五
ヶ
山
ダ
ム
、鳴
淵

ダ
ム
の
集
水
区
域
お
よ
び
当
該
ダ
ム

直
下
河
川
支
流
地
域
で
ダ
ム
の
あ
る

市
町
村
を
い
い
ま
す
。

補
助
金
額　

１
団
体
当
た
り
10
万
円

※
活
動
内
容
や
活
動
費
に
応
じ
増
額

（
50
万
円
を
上
限
）す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
請
方
法　

４
月
27
日
㈮
ま
で
に
、申

請
書
を
請
求
し
、必
要
事
項
を

記
入
の
上
、提
出
す
る

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
組
合
事
務

局

（
７
３
３
）５
０
０
４

（
７
３
３
）５
０
０
５

fvgv9840@
m

b.infow
eb.ne.jp

地
球
に
い
い
こ
と
始
め
よ
う
！

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

　
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」と
は
、環
境

を
守
る
た
め
に
子
ど
も
た
ち（
３
歳
〜

高
校
生
）が
自
由
に
テ
ー
マ
を
決
め
て

行
う
環
境
活
動
で
す
。ク
ラ
ブ
を
つ
く

り
事
務
局
に
登
録
す
る
と
、活
動
の
参

考
と
な
る
ニ
ュ
ー
ス
や
環
境
記
録
ノ
ー

ト
な
ど
活
動
に
役
に
立
つ
道
具
が
も
ら

え
ま
す
。年
会
費
な
ど
は
無
料
で
す
。子

ど
も
１
人
と
大
人
１
人
以
上
が
集
ま
れ

ば
、誰
で
も「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
1
月
末
現
在
、全
国
で
３

２
７
９
ク
ラ
ブ
、春
日
市
内
で
は
13
ク

ラ
ブ
が
活
動
中
で
す
。

　

学
校
の
ク
ラ
ス
や
子
ど
も
会
、近
所

の
仲
間
や
家
族
な
ど
で
、身
近
な
環
境

活
動
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
、こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
エ
コ

ク
ラ
ブ
地
方
事
務
局（
市
環
境

課
内
）

（
５
８
４
）１
１
１
１　

（
５
８
４
）１
１
４
７

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

http://w
w

w
.j-ecoclub.jp/

ア
ジ
ア
女
性
セ
ン
タ
ー

語
学
教
室
受
講
生
募
集

　

外
国
籍
女
性
講
師
に
よ
る
語
学
教
室

の
４
月
か
ら
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

○
英
語（
月
４
回
）

ク
ラ
ス
・
日
時

▽
チ
ャ
ッ
ト（
日
常
会
話
・
日
本
語
な

し
）

木
・
金
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
、11
時
〜
午
後
０
時
30
分（
計

４
ク
ラ
ス
）

開
始
日　

４
月
５
日
㈭
・
６
日
㈮

※
３
月
末
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

受
講
料　

月
額
４
０
０
０
円（
２
カ

月
一
括
前
納
）、定
員
確
保
保

証
金
５
０
０
０
円（
年
度
途

中
に
休
会
・
退
会
し
な
か
っ

た
人
に
は
年
度
末
に
返
金
）

定
員　

各
ク
ラ
ス
８
人

○
韓
国
語（
月
２
回
）

ク
ラ
ス
・
日
時

▽
初
級（
基
本
的
な
会
話
）

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
後
６
時

〜
７
時

▽
中
級（
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
の
会
話
・

フ
リ
ー
ト
ー
ク
）

第
２
・
第
４
土
曜
日
の
午
後
７
時

30
分
〜
９
時
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情報ひろば

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
・
講
演
会

受
講
生
募
集

　

地
域
の
公
民
館
や
小
学
校
で
、子
ど

も
た
ち
に「
よ
み
き
か
せ
」を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
始
め
て
み
た
い
人
や「
よ

み
き
か
せ
」に
つ
い
て
も
う
一
度
学
ん

で
み
た
い
人
の
た
め
の
講
座
で
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象

▽
一
般
コ
ー
ス

「
よ
み
き
か
せ
」の
基
本
に
つ
い
て
学

び
た
い
人
、公
民
館
な
ど
で「
よ
み
き

か
せ
」の
活
動
を
し
て
み
た
い
人

▽
学
校
コ
ー
ス

学
校
で「
よ
み
き
か
せ
」を
し
た
い
人

（
現
在
活
動
中
の
人
も
可
）、学
校
で

の「
よ
み
き
か
せ
」に
つ
い
て
学
び
た

い
人

日
時　

５
月
10
日
㈭（
公
開
講
座
）・
17

日
㈭
・
31
日
㈭
、６
月
７
日
㈭

（
計
４
日
間
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
学
習

室（
大
谷
６
ー
24
）他

定
員　

各
コ
ー
ス
15
人（
申
込
先
着
順
）

託
児　

あ
り（
無
料
・
申
込
先
着
順
）

○
読
書
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

日
時　

５
月
10
日
㈭

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

演
題　
「
子
ど
も 

え
ほ
ん 

大
人
〜

絵
本
が
育
む
豊
か
な
心
〜
」

カ
月
分
前
納
・
２
人
以
上
の
子

ど
も
の
追
加
は
１
人
月
額
１
０

０
０
円
）

定
員　

各
15
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

３
月
23
日
㈮
ま
で
に
、電

話
で
氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会 

田た
ぶ
ち渕

（
５
９
６
）６
９
５
６

春
日
市
商
工
会
推
奨

「
パ
ソ
コ
ン
塾
」受
講
生
募
集

　
「
シ
ニ
ア
が
教
え
る
シ
ニ
ア
の
た
め

の
や
さ
し
い
パ
ソ
コ
ン
教
室
」を
開
講

し
ま
す
。シ
ニ
ア
世
代
や
主
婦
が
対
象

の
パ
ソ
コ
ン
入
門
コ
ー
ス
で
す
。

　
「
や
さ
し
く
・
ゆ
っ
く
り
・
丁
寧
に
」

「
楽
し
く
・
分
か
る
ま
で
」指
導
し
ま
す
。

期
日

▽
土
曜
日
教
室

４
月
〜
平
成
25
年
３
月
の
毎
月
第

１
・
第
３
土
曜
日

▽
日
曜
日
教
室

４
月
〜
平
成
25
年
３
月
の
毎
月
第

１
・
第
３
日
曜
日

※
４
月
の
み
８
日
㈰
と
22
日
㈰
に
開

催
し
ま
す
。

時
間

▽
午
前
の
部

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▽
午
後
の
部

　

午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
所　

春
日
市
商
工
会
館
内
研
修
室

（
伯
玄
町
２
ー
24
）

受
講
料　

月
額
３
０
０
０
円（
教
材
費

講
師　

前ま
え
ぞ
の園
敦あ
つ
こ子
さ
ん（
子
ど
も
の

本
の
専
門
店「
エ
ル
マ
ー
」代

表
）

定
員　

１
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

託
児　

な
し

申
込
方
法　

４
月
30
日
㈪
ま
で
に
、申

込
用
紙
を
市
民
図
書
館
の
児
童

カ
ウ
ン
タ
ー
に
提
出
す
る（
電

話
申
込
可
）

※
用
紙
は
市
民
図
書
館
、各
児
童
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
民
図

書
館（
大
谷
６
ー
24
）

（
５
８
４
）４
６
４
６

（
５
８
４
）３
９
０
０

春
日
市
国
際
交
流
協
会

「
春
期
親
子
英
会
話
講
座
」

　

英
語
を
母
国
語
と
す
る
講
師
に
よ
る

親
子
英
会
話
講
座
で
す
。

対
象　

３
歳
〜
小
学
１
年
生
の
子
ど
も

と
そ
の
保
護
者（
３
歳
未
満
の

同
伴
幼
児
は
無
料
）

期
間　

４
月
〜
９
月
の
第
２
・
第
４
土

曜
日（
計
12
回
）

時
間

▽
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分（
３
・
４

歳
児
中
心
）

▽
午
後
２
時
40
分
〜
３
時
40
分（
5
歳

児
以
上
中
心
）

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
24
）

※
１
日
無
料
体
験
講
座
を
３
月
24
日
㈯

に
開
催
し
ま
す（
要
予
約
）。

受
講
料　

月
額
１
組
２
５
０
０
円（
６

含
む
）

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

※
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
の
貸
し
出
し
も
で

き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

フ
ァ
イ
ブ
ネ

ッ
ト
春
日「
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン

塾
Ｋ
ａ
ｓ
ｕ
ｇ
ａ
」

▽
尾お

む
ら村０

９
０（
１
１
９
０
）２
７
０
５

▽
永な

が
れ禮

　

０
９
０（
３
６
０
４
）１
９
４
９

　

（
５
７
４
）７
４
６
９

※
春
日
市
商
工
会
で
は
受
け
付
け
て
い

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

悩
み
ご
と
相
談

　

４
月
12
日
㈭
か
ら
、産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
悩
み
ご
と
相
談
が
始
ま
り

ま
す
。

　

人
間
関
係
・
家
庭
・
仕
事
・
健
康
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、一
人
で
悩
ま
ず
話
を

し
て
気
持
ち
の
整
理
を
し
ま
せ
ん
か
。

　

相
談
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

日
時

▽
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

　

午
後
７
時
〜
９
時

▽
毎
月
第
２
・
第
４
土
曜
日

　

午
後
２
時
〜
５
時

場
所　

春
日
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階
多
目
的
室（
昇
町
３
ー
１
０

１
）

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
社
会
福
祉
協

議
会
総
務
課

（
５
８
１
）７
２
２
５

（
５
８
１
）７
２
５
８

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
談
＆
説
明
会

　

開
発
途
上
国
へ
の
技
術
協
力
や
人
材

育
成
を
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
独
立

行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
）で
は
、平
成

24
年
度
春
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
に
当
た
り
、「
体
験
談
＆

説
明
会
」を
九
州
各
地
で
実
施
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、事
前
の
予
約
も
不

要
で
す
。

　

説
明
会
の
日
時
・
場
所
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

▽
青
年
海
外
協
力
隊

満
20
〜
39
歳
で
日
本
国
籍
を
持
つ
人

▽
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

満
40
〜
69
歳
で
日
本
国
籍
を
持
つ
人

募
集
期
間　

４
月
１
日
㈰
〜
５
月
14
日
㈪

募
集
分
野　

農
林
水
産
、保
健
衛
生
、土

木
建
築
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど

派
遣
国　

ア
ジ
ア
、ア
フ
リ
カ
、中
南
米

な
ど
約
80
国

派
遣
期
間　

１
年
間
ま
た
は
２
年
間

問
い
合
わ
せ
先　

同
機
構
九
州
国
際
セ

ン
タ
ー（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
九
州
）市
民

参
加
協
力
課
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
班

０
９
３（
６
７
１
）８
３
４
９
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わ
く
わ
く
マ
ジ
ッ
ク

会
員
募
集

　

一
緒
に
練
習
し
な
が
ら
マ
ジ
ッ
ク
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

希
望
者
は
各
地
で
マ
ジ
ッ
ク
公
演
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

練
習
日
時　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

午
後
１
時
〜
３
時

場
所　

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

参
加
費　

５
０
０
円（
別
途
材
料
費
が

必
要
）

申
込
方
法　

電
話
か
ハ
ガ
キ
で
住
所
、

氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

わ
く
わ
く
マ

ジ
ッ
ク
代
表（
春
日
市
の
お
宝

文
化
人
）寺て

ら
た田
達た
つ
お雄（
〒
816
ー
０

８
６
２
弥
生
６
ー
１
）

０
９
０（
７
９
８
１
）３
０
０
４

（
５
７
１
）２
２
２
９（

兼
用
）

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
ぶ
ど
う
の
庭
パ
ン
広
場

日
時　

４
月
２
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

内
容　

デ
ン
マ
ー
ク
マ
フ
ィ
ン
、肉

ま
ん
、ア
ー
モ
ン
ド
プ
ー
ド

ル
ケ
ー
キ

参
加
費　

１
５
０
０
円

定
員　

12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、筆
記
用
具
、上
履
き
、パ

ン
持
ち
帰
り
用
容
器

申
込
期
限　

３
月
30
日
㈮

託
児　

５
カ
月
〜
未
就
学
児（
１
人

当
た
り
１
０
０
０
円
・
３
月

26
日
㈪
ま
で
に
要
申
込
）

○
オ
カ
リ
ナ
体
験
教
室（
初
心
者
向
け
）

日
時　

４
月
17
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

参
加
費　

５
０
０
円

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

オ
カ
リ
ナ
ソ
プ
ラ

ノ
Ｆ
管（
貸
し
出
し
可
）、筆

記
用
具
、上
履
き

申
込
期
限　

４
月
14
日
㈯

○「
パ
ソ
コ
ン
ぶ
ど
う
塾
」４
月
生
募
集

対
象　

w
indow

sV
ista

ま
た
はw

in
dow

s7

が
搭
載
さ
れ
た
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き

る
人

日
時　

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

内
容　

パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

※
優
し
く
、ゆ
っ
く
り
と
教
え
ま
す
。

参
加
費　

月
額
３
０
０
０
円（
教
材

費
含
む
）

定
員　

15
人（
申
込
先
着
順
）

※
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

持
っ
て
く
る
物　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

筆
記
用
具
、上
履
き

申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、電
話
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w

2
.csf.ne.jp/~m

a
chicen/

平
成
24
年
度

国
家
公
務
員
採
用
試
験

○
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職（
院
卒
者
・

大
卒
程
度
）

受
付
期
間　

４
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
は
９
日
㈪
ま
で
）

１
次
試
験
日　

４
月
29
日
㈰

○
国
家
公
務
員
採
用
一
般
職（
大
卒
程

度
）

受
付
期
間　

４
月
10
日
㈫
・
11
日
㈬

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
は
19
日
㈭
ま
で
）

１
次
試
験
日　

６
月
17
日
㈰

○
皇
宮
護
衛
官（
大
卒
程
度
）、法
務
省

専
門
職
員（
人
間
科
学
）、財
務
専
門

官
、国
税
専
門
官
、食
品
衛
生
監
視

員
、労
働
基
準
監
督
官
、航
空
管
制
官

受
付
期
間　

４
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

み
は
12
日
㈭
ま
で
）

１
次
試
験
日　

６
月
10
日
㈰

※
受
験
資
格
は
試
験
ご
と
に
異
な
り
ま

す
の
で
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
か
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
院
九
州
事
務
局

第
二
課
試
験
係

（
４
３
１
）７
７
３
３

（
４
７
５
）０
５
６
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

国
家
公
務
員
試
験
採

用
情
報
ナ
ビ

http://w
w

w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

平
成
24
年
度

福
岡
県
警
察
官
募
集

○
警
察
官
Ａ

受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
、大
学
卒
業
ま

た
は
平
成
25
年
３
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人

※
武
術
指
導
、受
験
申
込
時
に
柔
道

ま
た
は
剣
道
に
お
い
て
、３
段
以

上
で
一
定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る

人
に
限
り
ま
す
。

採
用
予
定
数

▽
男
性　

１
７
０
人

▽
女
性　

30
人

▽
武
道
指
導　

３
人

○
警
察
官
Ｃ

受
験
資
格　

昭
和
57
年
４
月
２
日
〜

平
成
３
年
４
月
１
日
に
生
ま

れ
た
人
、ま
た
は
平
成
３
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
卒
業
ま
た
は
平
成
25
年
３

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

採
用
予
定
数

▽
経
済　

２
人

▽
語
学（
北
京
語
）　

２
人

▽
情
報
工
学　

２
人

第
１
次
試
験
日　

５
月
13
日
㈰

試
験
会
場　

九
州
産
業
大
学（
福
岡
市

東
区
松ま

つ
か
だ
い

香
台
２
ー
３
ー
１
）

受
付
期
間　

４
月
２
日
㈪
〜
23
日
㈪

※
試
験
内
容
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
る
か
福
岡
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
野
警
察
署
総
務

第
一
課

（
９
２
９
）０
１
１
０

http://w
w

w
.police.pref.fuku

oka.jp/

平
成
24
年

福
岡
県
保
育
士
試
験

試
験
日

▽
筆
記
試
験　

８
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

▽
実
技
試
験　

10
月
14
日
㈰

申
請
書
受
付
期
間　

４
月
２
日
㈪
〜
５

月
14
日
㈪（
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、４
月
２
日
㈪
以
降
、保
育

士
試
験
の
手
引
き（
受
験
申
請
書
）で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先　

社
全

国
保
育
士
養
成
協
議
会
保
育
士

試
験
事
務
セ
ン
タ
ー（
〒
171
ー

８
５
３
６
東
京
都
豊
島
区
高た

か
だ田

３
ー
19
ー
10
）

０
１
２
０（
４
１
９
４
）８
２

http://w
w

w
.hoyokyo.or.jp
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問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147

　前回に引き続き、家電における省エネを紹介します。
○LED電球の消費電力は一般電球の約5分の1
　家庭内の消費電力で16.1％を占める照明器具。その中で、
一般電球の約5分の1という省電力と、約4万時間という長寿
命により注目を集めるのがLED電球です。光の広がり方が違
う点や形状がやや異なる点などに注意した上で買い替えて、
節電に取り組みましょう。また、買い替え以外の節電として、
「無駄な明かりはこまめに消す」「リモコン機能の使用時は待
機電力を消費しているので壁スイッチを使う」などの方法が
あります。
○薄型テレビは節電機能の活用を
　家庭内の消費電力で9.9％を占めるテレビは、10年前のブ
ラウン管テレビと比べて約64％もの省エネを実現。明るさ
センサーや無操作自動オフなどの省電力機能を搭載した機種
も多く、これらの活用で更なる節電が期待できます。買い替え
以外でも、「必要以上に画面を明るくしない」「見ていないテレ
ビはこまめに消す」などの工夫で省エネに取り組みましょう。
○買い替えの前に
　買い替えるときの参考として、資源エネルギー庁の「省エネ
性能カタログ」が便利です。13種類の家電・機器について、各
メーカーが登録した主な製品を省エネ基準達成率や目安電気
料金などで比較できます。内容は、市環境課窓口（市役所3階）
や下記ホームページで確認できます。
http://www.enecho.meti.go.jp/policy/saveenergy/
save03.htm

（参考：省エネ性能カタログ2011年冬版、省エネ家電おすすめBOOK）

企
業
お
よ
び
働
く
皆
さ
ん
へ

３
月
は「
労
使
協
定
適
正
化
推
進
期
間
」

　

仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
）の
推
進
の
た
め
に
は
、

長
時
間
労
働
の
抑
制
と
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、福
岡
労
働
局
と
各
労
働

基
準
監
督
署
で
は
、３
月
を「
労
使
協
定

適
正
化
推
進
期
間
」に
位
置
付
け
て
、

次
の
こ
と
に
、重
点
的
か
つ
集
中
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
、ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

取
り
組
み
内
容

▽
労
働
時
間
な
ど
に
つ
い
て
、労
使
が

一
体
と
な
っ
て
協
議
す
る
場
の
設
置

▽
特
別
条
項
付
き
36
協
定
締
結
時
の
割

増
賃
金
率
の
適
正
な
設
定

▽
年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与
制
度

の
導
入

※
詳
し
く
は
福
岡
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
労
働
局
監
督
課

（
４
１
１
）４
８
６
２

（
４
７
５
）０
１
８
３

http://fukuoka-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/

お
題
は「
立
」

平
成
25
年
歌
会
始

　

平
成
25
年
歌
会
始
の
お
題
は
、「
立り
つ

」

で
す
。

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

○
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短
歌
で

１
人
１
首
と
し
、未
発
表
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

○
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
使
い
、右

半
分
に
お
題
と
短
歌
、左
半
分
に
郵

便
番
号
、住
所
、電
話
番
号
、氏
名（
本

名
・
ふ
り
が
な
付
き
）、生
年
月
日
、職

業（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）を
縦
書
き

し
て
く
だ
さ
い（
書
式
図
参
照
）。

無
職
の
場
合
は
、「
無
職
」と
書
き
、以

前
に
職
業
に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
場

合
は
、な
る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い

て
く
だ
さ
い（
主
婦
の
場
合
は「
主

婦
」で
可
）。

○
す
べ
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ

い
。た
だ
し
、海
外
か
ら
詠
進
す
る

場
合
、用
紙
は
随
意（
た
だ
し
半
紙

サ
イ
ズ
24
㎝
×
33
㎝
の
横
長
）と
し
、

毛
筆
で
な
く
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

○
病
気
ま
た
は
身
体
障
が
い
の
た
め
、

毛
筆
で
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、次
の
方
法
に
よ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▽
代
書（
墨
書
）で
詠
進
し
、代
筆
の

理
由
と
代
筆
者
の
住
所
と
氏
名
を

別
紙
に
書
い
て
添
え
る
。

▽
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
使
っ
て
印
字
し
、こ
れ
ら
の

機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
別
紙
に

書
い
て
添
え
る
。

※
視
覚
障
が
い
が
あ
る
人
は
、点
字

で
詠
進
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

注
意
事
項（
該
当
す
る
場
合
は
失
格
）

▽
お
題
を
詠
み
込
ん
で
い
な
い
、短
歌

の
定
型
で
な
い
、用
紙
が
縦
長

▽
１
人
で
２
首
以
上
詠
進
、毛
筆
で
な

い
▽
詠
進
歌
が
す
で
に
発
表
さ
れ
た
短
歌

と
同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
短

歌
で
あ
る

▽
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前
に
新
聞
、

雑
誌
、そ
の
ほ
か
の
出
版
物
、年
賀
状

な
ど
に
よ
り
発
表
し
た
詠
進
歌

▽
先
に
述
べ
た
代
筆
の
理
由
書
を
添
え

た
場
合
を
除
き
、同
筆
と
認
め
ら
れ

る
す
べ
て
の
詠
進
歌

▽
住
所
、氏
名
、生
年
月
日
、職
業
を
書

い
て
い
な
い
も
の
、そ
の
他
こ
の
詠

進
要
領
に
よ
ら
な
い

詠
進
歌
送
付
方
法　

９
月
30
日
㈰（
消

印
有
効
）ま
で
に
、「
〒
100
ー
８

１
１
１
宮
内
庁
」宛
て
に
、封
筒

に「
詠
進
歌
」と
書
い
て
送
る

※
疑
問
が
あ
る
場
合
は
、９
月
20
日
㈭

ま
で
に
、直
接
、宮
内
庁
式
部
職
宛
て

に
、郵
便
番
号
、住
所
、氏
名
を
書
き
、

返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添
え

て
問
い
合
わ
せ
る
か
、宮
内
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

宮
内
庁

http://w
w

w
.kunaicho.go.jp/
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ファミリー・サポート・センターかすが
（すくすくプラザ内）
☎（584）7700　　 （584）7739
開設：月～金曜日　午前8時30分～午後5時

ま
す
。

　

健
や
か
な
成
長
を
促
す
た
め
に
は

朝
の
光
を
浴
び
て
、正
し
い
生
体
リ

ズ
ム
に
リ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

健
や
か
な
睡
眠
リ
ズ
ム
を
つ
く
る
に

は
？

○
朝
起
き
た
ら
カ
ー
テ
ン
を
開
け
ま

し
ょ
う

　

朝
、子
ど
も
を
起
こ
し
た
ら
、カ

ー
テ
ン
を
開
け
て
朝
の
光
を
入
れ

ま
し
ょ
う
。光
が
入
り
に
く
い
部

屋
の
場
合
は
、電
気
を
つ
け
た
り
、

外
に
出
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
朝
ご
は
ん
を
食
べ
ま
し
ょ
う

　

朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ
る

と
、脳
が
活
性
化
し
て
１
日
を
元

気
良
く
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。食

べ
る
習
慣
の
な
い
場
合
は
、牛
乳

や
フ
ル
ー
ツ
な
ど
食
べ
や
す
い
も

の
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

○
昼
間
は
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
し

ま
し
ょ
う

　

昼
間
に
た
く
さ
ん
活
動
す
れ

ば
、夜
早
く
眠
れ
ま
す
。よ
く
体
を

動
か
し
た
り
、遊
ん
だ
り
す
る
よ

う
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

○
夕
食
と
お
風
呂
の
時
間
を
工
夫
し

ま
し
ょ
う

　

忙
し
い
日
々
の
中
で
は
大
変
な

こ
と
で
す
が
、夕
食
の
時
間
は
で

き
る
だ
け
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

寝
か
せ
る
時
間
の
２
時
間
前
に
は

夕
食
が
で
き
る
と
理
想
的
で
す
。

　

ま
た
、寝
付
き
が
悪
い
場
合
に

は
、お
風
呂
に
入
っ
て
か
ら
、夕
食

に
す
る
の
も
方
法
の
一
つ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

○
寝
る
と
き
は
電
気
を
消
し
ま
し
ょ

う
　

子
ど
も
が
寝
る
時
間
に
な
っ
た

ら
、ま
ず
は
テ
レ
ビ
を
消
し
ま
し

ょ
う
。ま
た
、電
気
を
消
し
た
環
境

で
寝
る
方
が
、睡
眠
効
果
が
高
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
入
眠
儀
式
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▽
お
気
に
入
り
の
人
形
に「
お
や

す
み
」と
言
う

　

▽
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る

　

▽
添
い
寝
を
す
る

　

▽
体
を
優
し
く
さ
す
っ
て
あ
げ
る

夜
の
睡
眠
が
重
要

　

昔
か
ら「
寝
る
子
は
育
つ
」と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、成
長
に
必
要

な
ホ
ル
モ
ン
は
、夜
寝
て
い
る
と
き

に
多
く
分
泌
さ
れ
ま
す
。睡
眠
リ
ズ

ム
が
少
し
ず
つ
つ
く
ら
れ
る
生
後
４

カ
月
頃
か
ら
、夜
寝
て
い
る
と
き
に

成
長
ホ
ル
モ
ン
が
集
中
的
に
分
泌
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。４
〜
６
歳

頃
か
ら
は
、寝
入
っ
て
す
ぐ
、深
く
眠

っ
て
い
る
と
き
に
多
く
分
泌
さ
れ
ま

す
。

夜
更
か
し
が
も
た
ら
す
影
響

　

夜
更
か
し
が
続
く
と
、将
来
的
に

「
学
力
低
下
」「
感
情
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

障
害（
攻
撃
的
・
キ
レ
る
子
）」「
生
活

習
慣
病
」な
ど
に
つ
な
が
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、夜
に
明
る
い
環
境
で
過
ご

す
と
体
が
昼
間
と
勘
違
い
し
て
、生

体
リ
ズ
ム
が
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、朝
か
ら
ボ
ー
っ
と
す
る
、

イ
ラ
イ
ラ
す
る
、ぐ
ず
る
な
ど
の
体

調
不
良
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り

ファミサポかすが
　ファミリー・サポート・センターかすがでは、平成23年度月平均
85件のサポートを行いました。困ったとき、いざというとき、「任
せて！」の一言は何よりの安心感につながります。近所に地域の
子育て助っ人「まかせて会員」がいるかもしれませんよ。
　会員になるためには、講習会、説明会の受講が必要です。日程
は随時、市報やホームページでお知らせします。詳しくは事務局
まで気軽に問い合わせてください。
○平成23年度援助活動ベスト3
1.保育所・幼稚園の迎えと帰宅後の預かり
2.子どもの習い事の際の援助

3.保育所・幼稚園の登園前の預かりと送り
○サポートの流れ
▷おねがい会員が利用したい日時、内容を事務局に連絡する
▷事務局がまかせて会員を探す
▷おねがい会員とまかせて会員が事前打ち合わせ（アドバイ
ザーも一緒）を行う

▷サポート終了後、料金を支払い、報告書を受け取る
▷まかせて会員が報告書を事務局へ提出する

子
ど
も
の
早
起
き･

早
寝
の
す
す
め

　「三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、乳
幼
児
期
は

人
格
や
生
活
の
基
礎
を
つ
く
る
大
切
な
時
期
で
す
。生
活
リ
ズ

ム
を
整
え
、体
も
心
も
大
き
く
な
る
た
め
の
基
盤
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

子育ての手伝いを
したい人
●市内に居住する人

おねがい・まかせて
会員
●市内に居住する人

子育ての手伝いがほしい人
●市内に居住または
　勤務している人
　（対象児：生後 3カ月
　　～小学 6年生）
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川
かわ

邉
べ

 佑
ゆうすけ

輔ちゃん（紅葉ヶ丘西）
平成23年3月13日生

鎌
かま

田
た

 弥
み ゆ

優ちゃん（千歳町）
平成22年3月16日生

具
ぐ し

志川
かわ

 朝
と も き

紀ちゃん（須玖南）
平成22年3月14日生

田
た

中
なか

 哉
か な た

大ちゃん（上白水）
平成23年3月18日生

佐
さ ほ

保 姫
き み か

美歌ちゃん（桜ヶ丘）
平成21年3月23日生

3月後期

5
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
４
月
２
日
㈪（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口      　2/15現在

◎総人口    110,163人

女 　56,563人

男　 53,600人

◎世帯数  44,867世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報や子育て情報、健康
情報など 11分野の行政情報を携帯電話
などにメール配信するサービスです。
　下のメールアドレスへ空メールを送
信し、返信メール記載のURLをクリック
して表示される画面で登録してくださ
い。また、下の携帯用バーコードから、
空メールを送信することもできます。
　登録は無料ですが、メ ー ル 受 信 の
ために所要の通信費がかかります。

ksg-c@ansin-anzen.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

春日西中学校

　地域情報誌「ネビュラ」創刊号は、「学校発の地域情報
誌」という初の試みでだったので、「地域のどんな情報を載せ
ようか」とずいぶん話し合いました。まずは、校区内の自治会
の紹介、地域行事の紹介、話題などを思いつくままに整理し
ていきました。もちろん、春日西中校区の小・中学校のコミュ
ニティ・スクールへの取り組みや生徒の部活動、ボランティア
活動も掲載しました。
　3号からは、「学校発」のコンセプトを軸に、いろいろな切り
口で特集を組んで、学校と地域の「今」を「まずは知ってもらう
こと」を進めることにしました。
　さて、今年1月に2つの研修会に参加する機会を得ました。
そこで参考になったのは、福岡地区教育向上県民フォーラム
での「対話の場づくり」、学校運営協議会委員研究協議会
での「熟議」でした。どちらも「よく考え、本音で話し合い、創造
力と行動力を持つ」というのがその趣旨です。研修会で学ん
だことを、「ネビュラ」の制作・編集などの場面で活用していき

たいと考えています。
　今後のネビュラの課題は、「西中ブロックコミュニティ・ス
クール共育構想」が進む中、「小・中学校と家庭・地域を結ぶ
情報誌」としての役割にステップアップしていくことです。
　その取り組みとしては、「小・中学校の連携や家庭・地域の
関わり方などを、座談会、対話の場などで話し合ってもらい、
特集として情報発信をしていくこと」と、「地域の自慢できる行
事や取り組みの成功例などを提供してもらい、それらを共有す
る場としてもネビュラを活用し、自治会運営に役立てていただ
くこと」です。
　一方、ネビュラを継続していくための人材や資金の確保も
課題です。解決のためには、世代を超えて、地域の皆さんに
広く支援・協力を求め、制作・編集に参画してもらい、資金面
でも地域の事業者、団体などに積極的に支援していただける
アイデアを提案していきます。また、これらを進めるスタッフとし
て、支援していただけるボランティアも必要となるため、いろい
ろな場面・機会を通して募っていきます。
　市民の皆さんのご協力をよろしくお願いします。

（西中サポート地域本部 事務局長　森
もりまつ

松）

▲西中ブロックコミュニティ協議会の様子
西中サポート地域本部の取り組み
～地域情報誌「ネビュラ」（3）～



　ニュースなどで頻繁に聞かれるように
なった桜の開花予想。今年は平年並みか
やや遅いと予想されているようですが、「ど
こにお花見に行こうか」とさっそく思いを巡
らせている人も多いのではないでしょうか。
　「さくら」といえば、先日、九州新幹線さく
ら号を利用して熊本へ旅行に行ってきまし
た。車内は木製の肘掛けやテーブルなど和
を意識した内装で、座席は広くてゆったり。
何といっても博多から熊本まで40分足ら
ずで移動できるから驚きです。窓の外をの
んびり眺めたり、楽しくおしゃべりをしたり
していると、あっという間に到着。九州が本
当に近くなったと感じました。
　泊まりがけとなるとちょっと構えてしまい
ますが、今回の旅行で日帰りでも十分楽し
めることを確信。近場でのお花見もいいです
が、ちょっと足を延ばして九州各地の「春」
を感じに行くのもいいかもしれません。     Y

春日北小学校下の遺跡

　須玖坂本B遺跡は春日丘陵の北に広がる低地に位置し、春日北小学校の敷地

に含まれます。

　運動場の南側で行われた放課後児童クラブ舎の建設前に伴う発掘調査など

では、弥生時代後期前半（今から約1900年前）の溝が検出されました。ここから

は土器の他にも青銅の武器を作る型

や、貸
かせん

泉という2000年前の中国の銅銭

などが出土しました。この溝は特定の空

間を区画していたと考えられますが、周

辺の調査から考えて、内部には奴国の

王や王族の住まいが広がっていた可能

性があります。

（奴国の丘歴史資料館）
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